
 

  

 
Fig. 1 The synthesis of HxGltn. 

Fig. 2 a) 1H-NMR spectra and b) FT-IR spectra of HxGltn. 

 
Fig. 3 The bonding strength between intestine surface and 
different type of plates. 
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■ 緒言 
自然界で観察される現象あるいは構造を模倣した材料

(Biomimetic materials)は、様々な分野で応用されている。
近年、水中及び乾燥状態において接着する表面として、
ヤ モ リ (gecko) 足の 構造( 乾燥状態の 接着) と イ ガ イ        
(mussel)内に存在するタンパク質に含まれるアミノ酸カテコ
ールアミン(DOPA)を複合した材料が報告された1。しかし
ながら、これらの生体組織に対する接着性については、
生体に対して刺激性のある酸化剤を使用する等の課題が
ある2。一方、我々はこれまでにゼラチンの一部を疎水化
した疎水化ゼラチンを用いて、多孔膜3及び接着剤4,5を調
製し、湿潤環境において優れた接着強度を示すことを明
らかにした。 

そこで本研究では、疎水化ゼラチンとしてヘキサノイル
化ゼラチン(HxGltn)を合成した。得られたHxGltnをシリコ
ンナノワイヤ基板(SiNWP)上にコーティングすることにより
ブタ大腸組織に対する接着効果について検討した。 

 
■ 実験 

HxGltnは、ジメチルスルホキシド中においてアミノ基の
ヘキサノイルクロライドへの求核置換反応により合成した
（Ｆｉｇ.1）。ヘキサノイル(Hx)基の導入は1H-NMRとFT-IRに
より確認した。Hx基の導入率は、トリニトロベンゼンスルホ
ン酸法による残存アミノ基の定量により評価した。SiNWP
はボッシュプロセスを利用して作製した。HxGltnのコーテ
ィングは、UV処理したSiNWPを0.1w/v%HxGltn (50/50 
EtOH/H2O) の溶液に15分間浸漬後、同様の溶媒で洗
浄・窒素風乾した。この操作を5回繰り返すことによって、
SiNWP表面にHxGltn膜を形成させた。得られたサンプル
はX線光電分光法と水接触角測定でコーティング膜を確
認した。得られたサンプルはテクスチャーアナライザーを
利用してブタ大腸外膜との接着強度を測定した。 

 
■ 結果 

Ｆｉｇ.2a)には、得られたHxGltnの1H-NMRスペクトルを
示す。0.83ppmと1.35ppmにそれぞれメチル基とメチレンに
相当するピークが認められた。Ｆｉｇ.2b)のFT-IRスペクトル
より2875cm-1 、2936 cm-1 と3284 cm-1にメチル基、メチレ
ン及び第二級アミドに相当するピークの増大が認められ
た。このことから、Hx基がGltnに導入されたことが明らかに
なった。 
 

 
HxGltnをコーティングしたSiNWPはブタ大腸外膜に対

する接着強度がコーティング前より2倍以上高く、Gltn を
コーティングした基板よりも接着強度が増大した(Ｆｉｇ.3)。
これはGltnに導入したHx基が組織表面に存在する細胞の
脂質二分子膜にアンカリングしたことによると考えられる。 

ナノ構造とアルキル基との複合化による 
バイオインスパイアード接着表面の設計 

■キーワード： （1）疎水化ゼラチン 
 （2）シリコンナノワイヤ 
 （3）生体接着界面 
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